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ト ル コ ギ キ ョ ウ の 直 播 き 栽 培 法

第 2報 シードテープにおける種子の封入密度および発芽に対する播種後の乾燥の影響
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1 は じ め に

砂丘地におけるトルコギキョウの省力を目指したシード

テープ使用直播き栽培法における問題点の一つに発芽率が

上げられる。前報 1)ではシードテープ種子封入密度として

10cI間隔の 3粒封入で試験を実施したが,こ の結果,発芽
率の悪い一部の品種を除いてはこれよりも少ない封入粒数

で可能と思われた。さらに,発芽率低下の要因の一つに一

時的な乾燥の影響があるように見受けられた。そこで,本

報告では種子封入数を少なくしたシードテープ種子封入密

度および一時的な乾燥が発芽に及ぼす影響について検討を

行なった。

2試 験 方 法

(1)試験 1 シードテープにおける種子の封入密度
シードテープ (日 本プラントシーダー社,素材はホルセ

ロン)の種子封入密度として,5 cn間隔 1粒と10cn間隔 2

粒の 2区を設けた。

`つ くしの雪'を 2000年 5月 9日 ,`あすかの新雪'を 6

月6日 に無加温パイプハウスに播種した。ベッド幅は105

cmで ,5m間隔封入は4条植えの間引きなし,10cl間隔封
入は6条植えで 1ケ所 1本,も しくは欠株がある場合は隣

を 2本になるよう間引き,いずれも補植は行なわなかった。

9)試験 2 播種後の乾燥の影響
(実験 1)シ ャーレ試験
2000年 3月 8日 から,乾燥開始を同一日になるよう播種時

期を変え,当場の砂を敷いたシャーレに50粒 2反復播種し,

砂表面まで水を入れ,20℃24時間日長の人工気象器に置床

した。播種 4,7,10,13日後に乾燥させ, 0, 2,4,
8,24時間乾燥させた。乾燥はシャーレのふたを開けてお

こない,乾燥開始 (2000年 3月 24日 )は観察で砂表面が乾

燥したときとした。所定の乾燥時間を経過した後,再びシャー

レに水を入れた。

(実験 2)シードテープを用いたハウス地床播種試験
21X10年 5月 22日 15時にかん水を打ち切ることによって播

種 8,11,14日後から乾燥させ,2,4, 6時間乾燥させ
た。乾燥開始 (かん水打ち切り21時間後)は観察で床面が

乾燥したときとした。

播種は5ml粒封入のシードテープを使用 し,100粒播
種した。播種時期は乾燥開始から逆算してずらして行なっ

た。

実験 1,2と も `エ ースホヮイト'を用いた。

表 1 シードテープ規格別の主なデータ

封入品種名 封入   苗立ち数・   酷 欠 終的なⅢ平 均
間隔   2    1    0   株ヶ所 栽植密度  収穫日

幡種時期 (m) (%) (%) (%) 0し/D(月 日)
つくしの言 5  1  84  15 2/1004,008 96
(ⅢllEl_lQ…

“

_4_… l Q∠pQ上塑 _9,1
あすかの信  5   0   78   22  7/11X1 3,431 1028
(6月 6日) 10  71   26   3  1/11X1 3,238 1030
注 *:区外も含め100ケ所調査。
**:68株 (あすかの新雪)～ 143株 (つ くしの雪)調査

3 試験結果及び考察

0)シードテープの種子封入密度
10cm間隔封入は目標の3,300株 /a弱程度の栽植密度と
なった。一方,5m間隔封入は5月 9日播種で 2割多めの
4,000株/a,6月 6日播種では 1割弱多めの3,400株 /a
の栽植密度となった。

10m間隔封入はいずれの播種期でも5 cI間隔封入よりL

以上の本数が多く,ま た,く ずが少なかった (表 1)。 比

つくしの雪5m間隔

10国口隔

あすかの新雪5m間幅

10翻間隔
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乾 燥 開 始 発芽妙 を基準
播種後日数 とした乾燥日

(日 )    (日 )

表 2 シャーレ播種での発芽率 (2反復平均) 表4 移植,直播き栽培の経費比較 (円/10a)
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表3 シードテープ播種での発芽率 203.000
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較的栽植密度が類似している6月 6日 でも同様の結果とな

り,5 cm間 隔封入で品質が劣ったのは,こ の区では連続 し

て欠株が見られ,栽植密度のならがあったためと考える。

2)播種後の乾燥の影響
シャーレ播種において,発芽7日 前 (播種4日 後)は乾

燥の影響が見られたものの,24時間乾燥でも53%発芽した。

4日前 (播種 7日後)では24時間乾燥で発芽が見られず ,
1日前は2時間の乾燥でもほとんど発芽せず,乾燥の影響

を最も受けた (表 2)。

地床に直播きした実験 2に おいては,最も乾燥の影響を

受けたのは発芽 3日前であった (表 3)。

<シードテープの種子封入密度>
5 cll間隔 1粒封入では栽植密度が不安定な点と,階級に

ばらつきが見られ,L以上の上位階級の本数も少ない点か

ら,高品質生産を考えれば10cn間隔 2粒封入が望ましいと

考える。なお,10cl間隔 2粒封入と移植栽培との経費は資

材費等ではほぼ同等である (表 4)。

<発芽に対する播種後の乾燥の影響>
シャーレ試験の結果と合わせて考察すると,ト ルコギキョ

ウの発芽には,他植物の種子でも見られるように,発芽 し

かかった頃の乾燥の影響が最も大きく,発芽予定4日 前か

らは土壌表面を乾かさない管理をおこなう必要がある。
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